
外御書院（二～四之間）

御小書院（特別展示室）
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外御書院

（二～四之間）
《オープニング映像》

江藤新平所用羽織（本館蔵）

江藤新平のメモ書き

（佐賀県立図書館蔵）

江藤新平所用直垂

（江藤兵部氏蔵）

江藤新平所用シルクハット

              （江藤家蔵）

《大隈重信の語り》

江藤新平の功績・関係年表

江藤の生い立ちから幕末期

までの動きの中で、勉学に

励む姿勢・仲間との出会い

と別れ・国家制度への関心

・決死の脱藩などに注目す

ることで、後に多くの功績

を遺す江藤の源流は、この

佐賀の地にあったことが分

かります。

新たに樹立された明治新政

府へ加わった江藤は、自ら

の信念に基づき様々な提言

を行い、実践しました。

政府の中枢として無くては

ならない人材となり、現代

にも繋がる先進的な功績を

数多く遺しています。

司法卿そして参議にまでな

った江藤が、自らを慕う部

下たちと共に、変わらず信

念を貫き功績を遺す中、江

藤を恨む勢力が現れ、政府

内での活躍に影が差しつつ

ありました。

先進的過ぎたが故に時代の

流れに翻弄されながらも、

最期まで自らの信念を貫い

た真の江藤新平像に迫りま

す。
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『図海策』（佐賀県立図書館蔵）

天保５年
（1834）

嘉永２年
（1849）

嘉永５年
（1852）

安政３年
（1856）

文久２年
（1862）

明治元年
（1868）

明治３年
（1870）

明治４年
（1871）

明治５年
（1872）

明治６年
（1873）

明治７年
（1874）
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大正５年
（1916）



『鍋島直正像』高木背水筆
（公益財団法人鍋島報效会蔵）
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大正５年
（1916）

大木喬任遷都建白書
（大正 6年写 /宮内庁宮内公文書館蔵）

明治初期の司法省（長崎大学附属図書館）
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司法卿・江藤新平と司法省の官吏たち（本館蔵）

江藤新平の辞表（草案）　（江藤兵部氏蔵）

江藤が大蔵省に抗議するため提出した辞表の草案です。全長３メー
トルに及ぶ長大な文書には、国民の権利義務を法的に確定し（「国民
の位置を正す」）、安心して生活できるよう司法卿の役職にかける江藤
の熱い想いが伝ってきます。
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辞令 [任参議 ]（佐賀県立図書館蔵）

大正５年
（1916）
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（1916） 天保５年

（1834）
嘉永２年
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佐賀の役 殉国十三烈士の碑
（佐賀市城内） 
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御小書院（特別展示室）

江藤新平、司法卿任命の辞令
（佐賀県立図書館蔵）

江藤新平宛ての岩倉具視書簡
（佐賀県立図書館蔵）

江
藤
新
平 

墓
碑
（
本
行
寺
・
佐
賀
市
西
田
代
）

[

副
島
種
臣
揮
毫]

－８－
Ⓒ 2024 佐賀県立佐賀城本丸歴史館

外御書院展示制作 ;丹青・とっぺん共同企業体

江藤新平に関連する実物資料を展示！
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